
【レース回顧】　　１着①ハクサンツキミテイ は今年の深い馬場を考えても前半43.1はかなりの
スローペース。早目に動くだろうと見ていた⑦マリンディユンデュンが動けず、そのまま後続に
３～４馬身の差を付けての逃げ。後続がようやく４角で迫ってきたが、こちらはたっぷりと息が
入っている。案の定、直線向いてからゴーサインを出すとあっさりと差を広げ当確ランプ点滅。
操る加藤翔馬騎手の手綱さばきが光ったレースだった。　２着④リュウノブレイク はいつもの
ように後方位置。前の馬が動いて行かないので、向正から馬なりで上って行くが、さすがに４角
までに脚を使わされた。直線も追い上げていたが、差は詰まらなかった。　３着⑩ナミダノキス 
は追い切りをしっかりやっての今季２戦目。２番人気に推されたのも納得。ただ、スローペース
もあってか、いい時の勝負所からの反応ではない。ゴール前で再点火した辺りは底力だが…。
４着⑦マリンディユンデュン は超スローペースなのに、いつものグイグイ行く走りではなかっ
た。本調子を欠くような道中の気配から、２着争いに加わった。次回スプリングカップへの叩き
台の印象が強かった。　５着⑧ダイヤモンドライン は冬毛抜けつつ体調上昇中。ただ、上りタ
イムはメンバー中一番だったが、斬れが増すとは言え、後方からの位置取りではリスクも高い。

ＨＫＫ特選・回顧録
してやったり ！ 神捌き ・ 加藤翔馬騎手

⑨マンガン　　中川厩舎

　 Ｊ Ｂ Ｃ イヤー記念

①ハクサンツキミテイ　加藤義厩舎

④リュウノブレイク　加藤義厩舎

②ウェザーコック　　堀場厩舎 ⑤レギウス　　　藤田厩舎 ⑥サブァ　　井樋厩舎 ③トウカイエトワール　佐藤厩舎

⑧ダイヤモンドライン　佐藤厩舎⑦マリンディユンデュン　　金田厩舎⑩ナミダノキス　金田厩舎
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直線引き離した①　　追い込む④ ・ ⑩ ・ 粘る⑦

https://www.keiba.go.jp/KeibaWeb/TodayRaceInfo/RaceMarkTable?k_raceDate=2026%2f04%2f12&k_raceNo=8&k_babaCode=22

